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１．研究背景

２．研究目的

３．研究対象・分析について

４．分析結果

（１）予測モデル

（２）人員配置計画

５．考察

６．まとめ
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売上高が減少する中でも
利益を確保できる体質を

作ることが必要

3
出典：統計局・個人経営経済調査
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4（出典：会計事務所職員教育支援サイト、中小企業実態基本調査）
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実在する店舗を対象に

無駄な人件費が発生していないのか

分析を行う

↓
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 新潟県上越市に立地

 鳥料理を主とする（酒類も提供している）

 営業時間：１７時～２３時（６時間）

 収容人数：カウンター１４席

 労働者の人数

－正社員３人

－非正社員５人
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給与手当と
雑給の削減に

着目
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１

•生産性の基準を決めてから必要労働時
間を算出

２

•計画ツールのための売上高を目的関数
とした予測モデルを作成

３

•人件費が最小となるように労働者の勤務
時間を最適化
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過去の平均



Y：売上高（円/日）
C：労働者1人時当たりの売上高
（円／人時）→労働者の生産性を一定とする
X：必要労働時間（人時/日）
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Y ／ C ＝ X
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売上高と次の９つの項目について有意（影響があ
る）かどうか分析を行った。

 来客数
 気温
 湿度平均
 降水量
 風力
 天気
 月
 曜日
 休日の有無

店舗データ
気象データ

カレンダーデータ
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 有意であった「月」、「曜日」、「休日の有無」を説
明変数として予測モデルを構築した。

有意である（影響あり）有意でない（影響なし）

・来客数
・気温
・月
・曜日
・休日の有無

・湿度平均
・降水量
・風力
・天気
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予測値差 実績値差

6268 7378
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予測値のほうが理想値に近い
ことが言える！



実績値 予測値 理想値

4914253 4535855 4535855
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単位：円
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現在のシフトでは、労働者の過剰投入や不足
があり、労働者の生産性にはバラツキがあるこ
とがわかった。
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適切な人員配置計画を行なっている
とは言いがたい状況であった。



生産性を一定とすると、実績値より予測値の
ほうが理想値との人件費の差が小さい。つまり
予測値のほうが理想値に近いことが言える。

生産を一定とした理想値、予測値では実績に
比べて人件費が８％削減が可能である。

本研究で構築した計画ツールが有効であるこ
とがわかった。
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